
○教育研究上の目的

＜人間環境学研究科＞ 

人間環境学研究科は、人間活動と地球環境の持続的な関係を追求すべく、そのための有用

な人材の育成と知的貢献に資する教育研究の実践を目的とする。 

（人間環境学専攻博士前期課程） 

人間環境学専攻博士前期課程は、人間とそれをとりまく環境に関わる広範な知識を体系的

に理解し、専門分野における研究能力を発揮することによって、民間を含む多様な研究機関

で社会に貢献する研究者・技術者を育成する研究・教育を行うことを目的とする。 

（人間環境学専攻博士後期課程） 

人間環境学専攻博士後期課程は、人間とそれをとりまく環境に関わる広範な知識の体系的

な理解を踏まえて、文理融合型の学際領域について教育・研究の体制をとり、各専門領域お

よび境界領域に関して、研究者として自立して研究活動を行い、創造性、国際性に富む研究

者・技術者を育成する研究・教育を行うことを目的とする。 

＜経営・流通学研究科＞ 

経営・流通学研究科は、産業経済社会の変化やグローバル化に対応すべく、高度な問題解決

能力と経営システムの構築能力を具えた創造力豊かな専門職業人・研究者の育成を目的と

する。 

（経営・流通専攻博士前期課程） 

経営・流通専攻博士前期課程は、激動するビジネス環境のなかで発生する諸課題に対して新

たなソリューションを提示し、ビジネス社会の発展に貢献しうる専門職業人・研究者の育成

を目的とする。 

（経営・流通専攻博士後期課程） 

経営・流通専攻博士後期課程は、激動するビジネス環境のなかで発生する諸課題の中から適

切に課題を設定し、定量的あるいは定性的な分析手法に基づいて、従来の研究成果を凌駕し

うる研究成果を発現し、研究者として自立して研究活動あるいは高度の専門業務に従事し

うる能力を有する研究者・専門職業人の育成を目的とする。 



＜経済学研究科＞ 

経済学研究科は、わが国と地域社会発展への貢献をはかるため、国内はもとよりアジアを

中心に世界各国・地域の大学・研究機関と研究交流を深めて優位を確保し、グローバル化時

代にふさわしい国際競争力を備えた影響力ある高等教育機関として、情報化・国際化・複

雑化が進む現代産業社会システム解明の総合的学問・研究体系を活用し、国内と国際社会

で活躍できる高度な分析力と判断力に富む専門職業人・研究者の育成を目的とする。 

（現代経済システム専攻博士前期課程） 

現代経済システム専攻博士前期課程は、経済理論、経済システム、データ分析についての、

高度な学識につながる教育と研究によって、総合的な分析・企画・実務能力を兼ね備えた、

日本経済の将来を担う人材を育成することを目標とする。 

（アジア地域経済専攻博士前期課程）

アジア地域経済専攻博士前期課程は、アジアを取り巻く国際情勢の理解という幅広い視点

に立ったアジア地域経済にかかわる教育と研究によって、専門的視点をもってグローバル

社会で活躍できる優れた分析力と判断力を兼ね備えた人材を育成することを目標とする。 

（アジア地域経済専攻博士後期課程）

アジア地域経済専攻博士後期課程は、アジアを取り巻く国際情勢の理解、国内の社会経済

状況の把握、それらの解析手段となる経済理論の修得といった幅広い視点に立ったアジア

地域経済にかかわる教育と研究によって、専門的視点をもって国内および国際社会で活躍

できる高度な分析力と判断力を兼ね備えた人材を育成することを目標とする。 

＜工学研究科＞  

工学研究科は、地球環境の維持と人間社会の持続的発展の両立を目指して、産業の基盤技

術と工学の先端技術の融合により新たな技術を生み出す研究に取り組むとともに、先端の

研究に携わる実践 的な教育環境のなかで産業界をはじめとする社会の様々な分野で活躍

できる高度な専門知識をもつ技術者や研究者を養成することを教育研究上の目的とする。 

博士前期課程は、専攻分野における専門知識を体系立てて授けるとともに、社会的に有用

な研究に取り組み、問題の設定から解決、取りまとめまでの研究活動を通して、社会にお

ける実際の問題を主体的に解決できる高 度な能力をもつ専門技術者を養成する。 

博士後期課程は、専攻分野およびその周辺分野における先端知識を授けるとともに、社会

的・学術的に有用な研究に取り組み、文献調査から問題の設定、研究計画の立案、研究の

実施、取りまとめ、論文発表までの研究活動を通して、社会が抱える様々な問題を主体性

と創造性をもって解決できる高度な研究能力をもつ人材を養成する。 



（機械工学専攻博士前期課程） 

機械工学専攻博士前期課程は、エネルギー、材料・加工、計測・制御などの機械工学の専

門知識を実際のものづくりと関連付けて教授するとともに、機械製品やものづくりに関す

る実践的な研究を通して、主体性とグローバルな視点を備え高度なものづくりに貢献でき

る機械技術者を育成することを目的とする。  

（交通機械工学専攻博士前期課程） 

交通機械工学専攻博士前期課程は、機械工学およびその関連分野、自動車および鉄道をは

じめとする交通に関わる高度な専門知識や技術を礎として、様々な課題へ多面的かつ論理

的に対応しつつ、人類および社会の持続、発展に貢献できる創造的な人材の育成を目的と

する。 

（都市創造工学専攻博士前期課程） 

都市創造工学専攻博士前期課程は、循環型社会における都市創造への貢献を目指し、都市

基盤の構築・再生、都市環境の創生・保全、および自然災害に強い都市構造の形成に関す

る学問分野の教育と研究を通じて、都市創造や環境保全に対する社会の考え方の変化に柔

軟に対応できる専門技術者を育成することを目的とする。  

（電気電子情報工学専攻博士前期課程） 

電気電子情報工学専攻博士前期課程は、電子情報工学分野における知能情報化・ビッグ

デ ータ等のデータ指向化に向けたソフトウェア技術、および、電気電子工学分野におけ

る電動化・高効率省エネ化に向けたハードウェア技術の進展に伴い、これらの技術の融

合による高付加価値型の開発を推進する能力を自ら修得できる人材の育成を目的とする。 

（情報システム工学専攻博士前期課程） 

情報システム工学専攻博士前期課程は、人の日常生活と社会に役立つ情報システムの未

来を見据え、人知と情報技術の調和的融合に対して主体的に貢献できる技術者・研究者

の育成を目的とする。  

（環境デザイン専攻博士前期課程） 

環境デザイン専攻博士前期課程は、急速な社会構造の展開、高度情報社会への移行が進

むなかで、美・アメニティ・機能を備える接続可能な環境・空間・モノを、多様な視

点、豊かな感性、確かな技術力をもって包括的・総合的にデザインし、より魅力的な生

活・環境基盤を構築することを使命とし、それに応えることのできる高度な専門知識と

豊かな創造性をもつ専門技術者・研究者の育成を図ることを目的とする。 



（生産システム工学専攻博士後期課程）  

生産システム工学専攻博士後期課程は、「機械工学」「電子情報通信工学」「情報システ

ム工学」の3分野を礎とし、ものづくり産業のあらゆる場面において、地球環境と人間社

会の共生に配慮した次世代の高機能生産システムを開発・設計・構築することができる 

高度な専門知識と豊かな創造性をもち、リーダー性も兼ね備えた研究者・技術者を育成 

することを目的とする。 

 

（環境開発工学専攻博士後期課程）  

環境開発工学専攻博士後期課程は、都市基盤や都市環境の整備・保全および循環型社会の実

現や美しく快適な都市を実現するための学問分野の研究を深め、都市や地域に関する課題

を高度な学術的知識に基づいて自ら解決できる技術者、プランナー、デザイナーを育成する

ことを目的とする。 


